
 

 

 

 

 

日本の伝統的な楽器に親しもう 

 音楽科の「日本の音楽に親しもう」では和楽器について学習します。箏や三味線など日本に古くからある

楽器です。本物の楽器に触れ、演奏してみる経験はそうないのではないでしょうか。 

今回、講師の先生方をお招きして、箏教室を実施することができました。学校には箏などの和楽器は数が

少ないため、一人ひとりがそれらの楽器に触れて実際に演奏できる機会は大変貴重

なものとなりました。また、演奏するだけでなく、箏の歴史を通して「箏」と「琴」

の違いを教えていただき、和楽器に対する理解を深めることができました。 

 

子どもたちの感想を一部紹介します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日和田小学校 第 5 学年 

学年だより 第８号 

令和５年６月２６日 

初めて箏をやって、最初触ってみた時に糸

が硬くてびっくりしました。そして「さくら

さくら」をひいて思っていた以上に難しかっ

たです。でもだんだんやっていくうちにでき

るようになりました。また箏をやってみたい

と思いました。 

５年２組 菅野紗智子 

楽器を演奏する時にプラスチックのような四角い爪

があってそれをはめて演奏しました。初めは上手く演

奏できなくて困っていたけれど先生が教えてくれてち

ょっとずつ上達しました。さくらさくらを演奏する時

とても難しかったけれど少しずつ練習してうまくでき

ました。先生たち 3人が素早い演奏でとてもびっく

りしました。 

５年２組 渡邉聖斗 

箏を教えてもらって、最初はひけるかわか

らなかったけど、少しひけるようになれたの

でうれしかったです。 

          ５年１組 金子拓斗 

４年生のときの音楽の時間に箏の勉強をして、私も

やってみたいと思っていたので、今日は箏がひけてと

てもうれしかったです。 

５年１組 椎根優月 

琴と箏の違いについて、ぜひお子さんに聞いてみてください。 


